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ランキングバイアスの緩和に向けた
ポジティブ情報の利用と閲覧パターンの分析
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概要：近年，ランキング機能によってユーザの選択が上位に偏ってしまうことが問題視されている．ラン
キング機能は周囲が評価している選択肢を即座に判断できる利点を有するが，その上でユーザに広い視野

での情報探索を促すことは人の多様な意思決定を維持する上で重要である．本稿ではユーザに広い視野で

の情報探索を促進させることを目的として，心理学のフレーミング効果と拡張形成理論に基づき，選択肢

にポジティブ情報を付与したランキングリスト型インタフェースの評価を行った．評価の結果，ポジティ

ブ情報を付与することで分散した選択が行われていること，および上位の項目選択が減少する傾向を示し

た．これらの結果から，多様で視野の広い選択が行われた可能性について述べる．

1. はじめに

近年，情報機器が提示する情報によってユーザの意思決

定に偏りが生じることで，様々な問題が明らかになりつつ

ある．例えば，インターネットが見たくない情報を遮断し，

見たい情報しか見られなくすることはフィルターバブルと

呼ばれ問題となっている [1]．このことはインターネット

上で自分と異なる考え方と触れる機会を減らし，自身の考

え方への確証バイアスを強める可能性がある．また，検索

エンジンやレビューサイトでは，ページの上部に表示され

たウェブページほど注目を集めやすいため，更に人気が高

まって上部に表示されやすくなる rich-get-richer 現象 [2]

も知られている．インターネット上の情報を利用した旅行

計画によって観光ルートが首都圏に偏ってしまう問題 [3]

も指摘されており，地域経済の成長を妨げる可能性や観光

地の混雑などが生じる可能性がある．このように，情報機

器を利用することは大量の情報の中から必要な情報を簡単

に探し出せる一方で，情報源の巨大さに比べるとユーザの

視野や経験は未だに狭いという現状がある．

そのため，認知の偏りという課題を克服するため推薦ア

ルゴリズムやインタフェースの側面から研究が行われてい

る．情報推薦に関する研究では，似ている推薦情報を繰り

返しユーザに提示しないように，意外性や目新しさという
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指標を加えてアルゴリズムを評価する研究が数多く行われ

ている [4][5][6]．また，インタフェースに関する研究では，

推薦アイテム間の違いを視覚的に強調し，アイテムの多様

性への理解を容易にすることが，ユーザを多様なアイテム

にアクセスさせる上で重要であることが示唆されている．

[7][8]．このように，アルゴリズムとインタフェースの双方

から認知や意思決定の偏りという問題を解決する試みが

ある．

ただし，これまでの研究は多様な情報を探すという目的

を持っているユーザの要求を満たすことが前提であり，新

しい経験を得ることや予測できない結果を得ようという

ユーザの意欲を強化するものではない．いつもと同じ選択

や誰かと同じ選択というような，特定の選択肢を選ぶこと

が習慣化しているユーザの存在も考えられるため，心理学

的なアプローチから多様な意思決定を促すことも重要で

ある．

この問題に対して，筆者らは心理学におけるフレーミ

ング効果や拡張形成理論に着目し，選択肢に関するポジ

ティブな情報に焦点をあてた選択肢比較が多様な選択行動

の促進において重要である可能性を明らかにしてきた [9]．

Fredricksonら [10]の拡張形成理論によると，人の注意や

思考レパートリーの範囲はポジティブ感情によって広げる

ことができ，ネガティブ感情によって狭められるとされて

いる．そのため，選択の多様性の促進という観点において，

インタフェース内の情報のポジティブさやネガティブさを

評価する必要があると考えられる．このように，ポジティ

ブ・ネガティブ情報の扱い方によって，選択の多様性を広

げられる可能性がある．
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しかし，筆者らの先行研究ではシステム化を行っておら

ず，その知見をインタフェースに対して実装する方法につ

いて明確に示せてはいなかった．例えば，選択肢に付与す

る情報の作成を手動で行っていることや，不要なバイアス

を排除するために無作為な順序で選択肢を提示しているこ

とから，厳しい実験統制を設定した基礎的な実験に留まっ

ている．選択肢に付与する情報は，レビュー情報に対して

言語極性辞書で評価を行い，ポジティブな文章を抽出する

ことで自動化できると考えられるが，多様な選択を促す効

果があるのか改めて調査する必要がある．また，商品選択

画面を考えた際にユーザは情報を良い選択を探索する目的

を持っているため，選択肢の順番を無作為に提示すること

や，レビュー情報を表示しないケースなどバイアスの影響

下にない状況は考えにくい．よって，ランキングのように

選択肢にバイアスをかけた状態でポジティブ情報がユーザ

の選択にどのような影響を与えるのか調査する必要がある．

そこで本稿では，これまで提案してきたポジティブ情報

を選択肢提示インタフェースに実装する方法を示し，レ

ビューやランキングによるバイアスの状況下での評価結果

について述べる．インタフェースの実装は神戸市立中央図

書館に設置した書籍紹介のためのデジタルサイネージ上に

行い，より実践的なデータを収集した．

2. 関連研究

2.1 多様な意思決定の重要性

画一的に同じような選択を積み重ねることは少ない情報

処理で未知のリスクを減らす利点がある [11]が，そのよう

な意思決定戦略は新しい選択肢を探す機会を失うことにな

る．多様性を促進する短期的な利益として，情報推薦 [5][6]

や行動経済学の研究 [12] では，飽きの解消という説明が

される．一方で，短期的な側面よりも長期的な側面での利

点を強調する研究もある．例えば，Wangらは医療におけ

る治療方法の意思決定において，少しでも治癒率が高いリ

スク回避的な選択を行う悲観的な被験者群よりも，不均一

な選択を行う楽観的な被験者群のほうが，結果的に全体

の治癒率が高くなる場合があることを示した [13]．また，

Berger-Talらの研究では，自身の経験や他者の評価を参考

にリスク回避的な選択をすることと，リスクを負ってでも

新しい知識や情報を獲得することのジレンマを説明し，2

つの意思決定戦略を上手く調和することが重要であること

を指摘している [14]．よって，様々な文脈で多様であるこ

との重要性が強調されてきているのと同様に，いかに過去

のデータから統計的に最良の選択があったとしても，日々

行われるユーザの選択においてその多様性を損なう情報提

示を行うべきではないと考えらる．

2.2 ポジティブ・ネガティブ情報と選択の多様性

選択肢の記述方法のポジティブ・ネガティブ度合いに

よって，選択肢の選好が逆転しまう現象であるフレーミン

グ効果は人の意思決定プロセスを知る上で最も関心を集

める現象の一つである [15][16]．Levinら [16]らによると，

フレーミング効果にはいくつか分類があるが，特に属性フ

レーミングによる効果は選択肢の属性に関する記述におい

て，ポジティブな情報を強調する場合とネガティブな情報

を強調する場合で選好逆転が起こるとしている．例えば，

8割成功する手術という記述はポジティブフレーミング，2

割失敗する手術という記述はネガティブフレーミングであ

り，その結果として手術を受けるか受けないかという選好

が変化する現象である．しかしながら，多くのフレーミン

グ効果に関する研究は選好逆転に焦点を当てており，複数

の選択肢がある状況における選択の多様性について検討し

た研究は筆者らの知る限り存在しない．

一方で．人の心理に着目するとポジティブな心理が選択

の多様化を促すと考えられる拡張形成理論 [10]という仮

説がある．この理論では，ポジティブな心理は人の視覚的

な視野や思考レパートリーを広げることができ，ネガティ

ブな心理によって狭めることができるとされている．例え

ば，Fredricksonは視覚実験や連想実験によって，ポジティ

ブな感情を喚起させた被験者群が，局所的な差異よりも広

域的な差異に気づきやすくなることや，一つのキーワード

からより多くの事柄を連想できることを確認した [17]．ま

た，商品選択における多様性追求行動という観点で拡張形

成理論を支持する研究がある．Kahnら [18]はポジティブ

な感情がバラエティシーキングに与える影響について調べ

る実験を行い，軽度のポジティブ感情を先行刺激によって

喚起させることで，リスクを感じさせる言葉を含まない選

択肢の中から選ぶという条件においてバラエティシーキン

グ行動が増加することを確認した．一方で，選択肢の一部

に「低塩」などの美味しくないことが連想されるキーワー

ドを含んでいた場合，ポジティブな感情を喚起させても統

制群との有意な差は確認されなかった．その結果から，い

ずれも安全な選択肢の中において，人がポジティブな感情

状態にあるという 2つの条件において多様な選択を行うこ

とが示唆された．

フレーミング効果は記述による現象であり，拡張形成理

論は心理による現象であるという違いはあるが，これらの

類似性は選択の多様化を促進する上で調査する意義がある

と考えられる．特定の感情を引き起こすことを狙ったメッ

セージが，意図した感情だけでなく他の感情も引き起こす

可能性がある [19]という指摘もあるため，拡張形成理論の

ようにポジティブ・ネガティブな記述が選択の多様性を調

整する効果があるのかを調べる必要がある．

筆者らは先行研究の中で，被験者の心理とフレーミング

の 2 つの要因を操作し，心理要因の操作に関わらず，フ

レーミングによって選択の偏りや多様化が生じることを確

認した [9]．その実験の中では，心理の操作は選択を行う前
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